
普 及 項 目 担い手 

漁 業 種 類 等 青年部活動 

対 象 魚 類 マナマコ 

対 象 海 域 日本海北部海域 

青年部活動支援（マナマコ種苗生産指導） 

北海道宗谷総合振興局 

宗谷地区水産技術普及指導所礼文支所（岩井 卓也） 

【背景・目的・目標（指標）】 

香深漁協のなまこ漁業は主要漁業の１つで、けた網及びたも網で操業されている。漁獲

量は平成 30 年に約 70 ㌧であったが、令和２年には約 36 ㌧まで減少した（図１）。そこ

で、漁協青年部では資源維持・増大を目指し、漁協の空き施設を利用してマナマコの着底

稚仔種苗生産に取り組んできた。 

しかし、その年の空き状況に応じて生産施設が変わるため、飼育環境を一定に保つこと

が困難で生産が安定しない問題がある。令和６年度から使用している施設（写真１）では、

室温上昇による高水温化が原因と考えられる大量へい死が発生した。また、生産時期がこ

んぶ漁業と重なる繁忙期であるため青年部の負担が大きく、参加意欲が削がれていた。そ

こで、指導所では生産の安定化と作業の見直しを図り、青年部の活動意欲向上を目指した。 

【普及の内容・特徴】 

これまで、12L 水槽で孵化した幼生を飼育水槽（１㌧）に収容する“孵化幼生収容”方式

で実施していたが、令和６年度は孵化幼生を収容するまでの間に高い室温の影響を受けへ

い死が生じた。また、生産目標の受精卵数を確保するため複数回の採卵を行なう場合、２

回目はこんぶ漁期中となるため作業時間の確保が課題であった。 

そこで青年部と問題の解決策を協議し（写真２）、１回目の採卵は１㌧水槽に受精卵を

収容する“直接収容”方式を採用した。この方式は水量が多く水温が安定することと、１

回の作業時間が長くなるものの１日で完了する利点がある。また、２回目の採卵は、１日

の作業時間を短くしたいという要望に応え、ウォーターバスによる 12L 水槽の昇温対策試

験を行い、従来の“孵化幼生収容”方式とした。 

【成果・活用】 

直接収容では、幼生浮出時の減耗もなく収容できた（写真３）。青年部員からは作業が

１日で完了するため手間が少なく、計数も容易であることから好評であった。 

昇温対策試験では、水道水を緩やかに掛け流したウォーターバスに12L水槽を入れるこ

とで、幼生に影響のない範囲内で水温上昇を抑えることができた（図２）。試験結果を受

けて実施した２回目の採卵では（写真４）、高室温下でも影響を受けることなく孵化幼生

を収容できた。青年部員からはこんぶ漁期中でも対応できる点が好評であった。 

青年部の都合に合わせた方式で生産できるようになった。 

【達成度自己評価】 

４ 目標（指標）はほぼ達成できた（76～100％） 

【その他】 

今年度は幼生飼育の段階でネロ（糸状性細菌）の発生及び胃の萎縮による成長の停滞と

いう問題が生じたため幼生放流した。次年度はこれらの問題に対する改善策を指導し、青

年部の種苗生産活動が継続的に実施されるよう支援していく。  



図１ 香深漁協マナマコ漁獲量推移 
 

写真１ 令和６・７年度採苗施設  写真２ 採卵方式に関する青年部との協議 
 

写真３ 直接収容の様子    写真４ ウォーターバスによる昇温対策 
 

図２ ウォーターバスによる水温推移 

0

10

20

30

40

50

60

70

80

H23 24 25 26 27 28 29 30 R1 2 3 4 5 6 7

漁
獲

量
（

㌧
）

漁獲年


